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第２学年 数学科学習指導案

学校名 鹿児島市立河頭中学校

教 諭 坂中 裕一

一次関数１．単元名

２．単元について

( ) 教材観1

中学校の関数の学習は、小学校における学習を発展させ、数の拡張や文字式の取扱

と相俟って関数についての理解を深めるとともに、関数的な表現や処理の仕方につい

の能力を養い、関数的な見方や考え方を一層伸ばすことをねらいとしている。また、

この期の生徒にとって、具体的な事象を数理的に考察することにより、今まで見えな

かったものが見えるようになることで、数学的な見方や考え方のよさを知り、それら

を進んで活用する態度が育つものと考える。

、 、これまで関数については 小学校第４学年で伴って変わる二つの数量について調べ

数量の関係を式で表したり読んだりしてきている。また、小学校第６学年では、比例

の意味について理解し、簡単な場合について表やグラフでその特徴を調べ、中学校第

１学年で、これらに反比例についての考察が加わり、変数と変域や座標についての学

習をしてきている。さらに、中学校第３学年では、これまでと同様に、具体的な事象

における数量の変化や対応を調べることを通して、関数ｙ＝ａχ を考察し、関数２

関係を見いだし、表現し、考察する能力を一層伸ばしていくことになる。

このような学習を通し、関数について日常的なものにとどまらず、より広い事象を

数理的にとらえ、考察し、処理していこうとする態度が育つものと考えられる 。。

( ) 指導観2

本単元では、関数の定義を明確にするとともに、比例の考え方を発展させ、基本的

、 。 、な関数関係の代表的なものとして一次関数を取りあげ 考察を深めていく そのため

比例、反比例、一次関数の意味を文字で表された式で理解させ、表、グラフなどを用

いて関数の性質を理解させる。

一次関数の学習は、変化の割合に着目するなど、文字式によって関数をより深く学

習する入り口である。しかし、関数の変化の仕方を簡潔にとらえるために、変化の割

合を単にａ＝ｙの増加量／χの増加量としてとらえることに終始してしまうと、具体

的なイメージを伴って関数の変化の仕方をとらえなくなってしまう。

したがって、２つの変量を視覚的にとらえられるようグラフを有効に活用したり、

小学校の量と測定領域で扱われる「単位あたりの量」と関連づけて変化の割合をとら

えたりしていくことが必要となる。

これらの学習を通し、関数を実生活の具体的な場面で利用できたり、事象を数理的

に考察する能力を高めることができると考える。
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３．指導計画

節 時数 指導内容

１ 一次関数 ・ 関数及び一次関数の意味を理解するとともに、変化

、 、１２ の割合について理解し 一次関数のグラフをかいたり
グラフから一次関数の式を求めたりすることができる
ようにする。

２ 方程式と一次関数 ４ ・ 二元一次方程式のグラフの意味や連立方程式の解と
本時 グラフとの関係を理解する。

( )2/4

３ ３章のまとめ １ ・ 一次関数の意味、変化の割合、一次関数のグラフ、
直線の式の求め方、二元一次方程式とグラフのまとめ
をする。

４．本時について

( ) 本時の目標1

○ 二元一次方程式ａχ＋ｂｙ＝ｃのグラフの意味を理解できる。
○ 二元一次方程式と一次関数は同じ関係を表しいてることを理解できる。

( ) 指導に当たって2

、 、 、二元一次方程式のａχ＋ｂｙ＝ｃは ｂ≠０のとき χのとる値を一つに決めれば
それに対応してｙの値が一つ決まることが分かり、このことから、ｙはχの関数であ

ａ ｃるとみることができる。さらに、この式をｙ＝－ χ＋ と変形することにより
ｂ ｂ

ｙはχの一次関数とみることもできる。
ａ ｃ

本時では、前時でおこなったａχ＋ｂｙ＝ｃをｙ＝－ χ＋ と変形してグラ
ｂ ｂ

フ化することを踏まえ、二元一次方程式ａχ－３ｙ＝６をａの値を様々な数値に変え

てグラフ化しながら、二元一次方程式とグラフとの関係を考察していく。

ａの値により、グラフは右上がりになったり、右下がりになったり、χ軸と平行に

なったりする。特に、ａ＝０のとき、方程式はｙ＝－２となり、グラフはχ軸と平行

、 、 。な直線になるが このとき 生徒たちはグラフのかきかたに戸惑うものと予想される

ここでは、まず、０×χ－３ｙ＝６の式の上で適当な２点の座標を決め、グラフ化す

ることを考えさせる。しかし、計算の上だけでは、すべてのχの値についてｙの値は

常に－２であることは理解できても、なぜ、ｙ＝－２のグラフがχ軸と平行な直線に

なるのかを変化の割合と関連づけて理解させることは難しいと考える。
そこで、フリーソフト「ＧＲＡＰＥＳ」を利用し、一次関数の変化の割合を変化さ

せながら、徐々にその数値を０に近づけていくことで、ｙ＝－２のグラフがχ軸と平

行になることを視覚的に確認させる。このことは、変化の割合とグラフの様子とを関

連づけて理解させることができるとともに、変化の割合の連続性や限りなく０に近づ

けていくといった数学のおもしろさを感じさせることができると考える。また、ｙ＝

－２のグラフが一次関数であるかどうかの議論をさせることにより、二元一次方程式

とグラフの学習がより一層深まりのあるものになると考える。
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( ) 本時の展開3

過程 学 習 活 動 時間 指導上の留意点

課 １ 学習課題を把握する。

ａχ－３ｙ＝６のグラフをａの値

題 をいろいろ変えてかきなさい。

ａ ・ 前時の学習から、二元一次方程
の ２ ａχ－３ｙ＝６をｙ＝ χ－２

３ １０ 式のグラフをｙについての式に変

把 の形に変形してかく。 形してかくことを想起させる。

・ ａ＞０の場合 ・ ａのとり得る範囲を考えさせな

握 ・ ａ＜０の場合 がらグラフをかかせる。

・ ａ＝０の場合

焦 ３ 学習問題を焦点化する。 ・ 前時までのグラフのかき方を用

点 ｙ＝－２のグラフはどのようになる ２ いることができるか考えさせる。

化 のだろうか。

４ ａ＝０のときの、ｙ＝－２のグラ ・ グラフのかき方に２点を決定し

フのかきかたは、 てかく方法のあることを想起させる。
ａ

ｙ＝ χ－２の形に変形する以外
３ ・ ｙ＝－２のグラフが直線かどう

追 にないかを考える。 か分からない場合は、３点目をと

・ ２点の座標を０×χ－３ｙ＝６ って確認することを助言する。

の式から計算で求めてかく。

５ ｙ＝－２のグラフをかく。

３３

６ ＧＲＡＰＥＳを使い、変化の割合 ・ パラメーターを正の値から負の

の値に伴ってグラフがどのように変 値へ変化させ、そのときどきのグ

究 化するかを確かめる。 ラフの様子を変化の割合と関連づ

けながら確認させる。また、変化

の割合が０に近づくにつれてグラ

フはどのようになっていくかを確 認

させる。このとき、グラフ上でχの 増加量

とｙの増加量を観察させ、変化 の割合が０

に近づいていく意味も理解 させる。

・ ｙ＝－２は、変化の割合がどの

。７ ｙ＝－２は一次関数であるかどう ような場合であるかを考えさせる

かを話し合う。

ま ８ 本時のまとめをする ・ 二元一次方程式は、一次関数と
と ５ 同じ関係を表していることを確認

め させる。

※本時において用いたデジタルコンテンツ

「 数学を目指して」からフリーソフト「 」をダウンロードHP VISUAL GRAPES 6.21

（ ； ）URL http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~tomodak/grapes/index.html

http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~tomodak/grapes/index.html

